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　　　　　　　＊

　私は平生《へいぜい》他人の議論を読むことの好きな代りに自ら議論することを好まない。議論にはかなり固

定した習性がある。即ち議論には論理を一般人の目に見えるように操縦せねばならぬ。また議論の質を表現する

のが目的であるにかかわらず、量的にくどくどと細箇条を説明せねばならぬ。それが私に不得手な事であるのみ

ならず、私自身の表現としては煩《はん》と迂《う》とに堪えない。それからまた網を作るに忙しくて肝腎の魚

を忘れるような場合さえある。むしろ世間の議論の大部分はこの最後の物に属している。私はそれが厭《いと》

わしい。私はロダン先生の議論――先生においては家常の談話――が常に簡素化され結晶化された無韻詩の体で

あるのを、私の性癖から敬慕している。私の茲《ここ》に書く物も私の端的な直観を順序に頓着《とんじゃく》

しないで記述する外はない。

　　　　　　　＊

　私の過去十二、三年間の生活は、じっとしていられずに内から外へ踊って出るような生活であった。私は久し

く眩《まぶ》しい叙情詩的の気分に浮き立っていた。しかし今は反対に外から内へ還《かえ》って自分の堅実な

立場を踏みしめながら、周囲を自分の上に引き附けて制御したいと思うような生活が開けて来た。以前は内から

蒸発する熱情と甘味とを持て余し、自分一人ではいたたまらずに誰にでも凭《もた》れ掛りたいような気持でい

たのに、今は静かな独自の冥想《めいそう》に無限の愛と哀愁と力とを覚えて、外界の酷薄な圧迫を細々ながら

この全身の支柱に堪えて行こう、更にまた出来ることなら外界を少しでも自分の手の下で鍛《きた》え直して見

たいというような気持になっている。

　　　　　　　＊

　上の空でなくて、真剣に、実際に、そして溌剌《はつらつ》として生活しようとする時、人は皆倫理的になる

。倫理は人生の律である。実際の行進曲である。人生の楽譜や図解であってはならない。学問や教育を職業とす

る人々の口にする倫理が我々の実際生活に何の用をもなさないのは当然である。命と肉と熱とを備えた倫理は我

々の生活その物であるから。

　　　　　　　＊

　生活は季節を択ばずに発芽と開花と結実とを続けて行く。新しいことは真の生活の相《すがた》である。既に

生活が不断に移って行く以上、私たちの倫理観もまた不断に移らねばならない。永久の真理というものを求める

ことの愚は琴柱《ことじ》に膠《にかわ》するにひとしい。永久の真理というような幽霊に信頼して一方のみを

凝視している人が、刻々に推移する人生に対して理解もなく判断も出来ず、自分が人生の本流に乗ることを忘れ

時代の競走に落伍していながら、かえって反感と否定とを以て世の澆季《ぎょうき》を罵《ののし》ったりもす

るのである。

　　　　　　　＊



　永久の真理のないと共に万人に共通する真理もないと私は想う。時間と空間を通じて固定した真理を求めるこ

とが実際の人生と相容れぬという不都合のあることに気が附かなかったために、過去の世界が煩悶《はんもん》

と懐疑と沮喪《そそう》とに満たされ、在来の哲学と宗教と道徳とが現代に権威を失うに到ったのではないか。

例えば「二夫に見《まみ》ゆべからず」という客観的の倫理を建ててこれを婦人の生命――生活の中枢――とす

ることを強《し》いたのが従来の貞操倫理である。何故《なにゆえ》に二夫に見《まみ》えてならないかという

説明を附せず、無条件にこの倫理に従わしめようとした点において、先ずこの倫理は人間の意志を無視すること

の残虐を敢《あえ》てしている。

　　　　　　　＊

　貞操倫理は愛情と性欲とにわたる問題である。詳しくいえば個人の体質と、天分と、教育と、境遇と、霊性と

、性欲と、好悪と、年齢とに関係する問題である。そしてそれらの者が人に由って異っている以上、億兆の人の

生活を一片の既定した貞操倫理で律することの出来ないのは明白である。或女は一夫に見《まみ》えることすら

自己の清浄を破るものとして全く結婚を嫌っているかも知れぬ。或女は愛情と性欲の自発がないために全く結婚

を望んでいないかも知れぬ。或女は既に結婚していてもその結婚に種々の理由から満足していないかも知れぬ。

或女は一人の異性を愛するだけでそれ以外の要求を持っていないかも知れぬ。或女は一人の男性を愛し合うこと

以外の性交は自己の生活の中枢である愛情を濁す行為とし、貞操を自己の愛情の象徴として厳粛に擁護しようと

するかも知れぬ。――私自身の貞操観が現にそれである――また或女は多数の男子に性欲観があって貞操観がな

いように、貞操ということを自己の生活の上にそれほど重大な問題であるとは考えず、極めて冷淡に取扱ってい

るかも知れぬ。また或女は無情と酷薄とを極めた旧道徳に対する反感から殊更《ことさら》に貞操を眼中に置か

ないという風な矯激の思想を持っているかも知れぬ。

　外から一律に万人へ覆《お》っ被《かぶ》せる無理な倫理に愛想をつかして、個人が内から思い思いに実際生

活の要求に迫られて随時随処に建てる自然の倫理を推重《すいちょう》する私は、貞操についても先ず何より個

人のその時時の自由な併せて聡明な実行に任せることを望む者である。

　　　　　　　＊

　私は特に「自由に併せて聡明な実行」という。真の生活は実行より外にない。そして実行は自由であると共に

聡明でなくては失敗する。ここに「失敗する」というのは社会上の成功不成功をいうのでなくて、個人の生活意

志の破滅することを言うのである。内省した自我の上に不充実と不満足との悔《くい》を招くに到ることを言う

のである。

　　　　　　　＊

　既に貞操が婦人の生活の中枢生命であるとせられた時代は過ぎた。そして如何に質朴な民衆の上に神権主義の

道徳が圧力を持っていた時代でも、実際に全婦人をその貞操倫理の金科玉条で司配《しはい》することは出来な

かった。二夫に見《まみ》えた女は地上到る処の帝王の家にもあった。女の再婚は大抵やむをえない事として現

に寛仮《かんか》せられ、もしくは正当の事としてその父兄が強いるほどである。殊に貞操道徳の制定者である

男子が好んで多数の女子の貞操を破ることが普通の現象でさえある。今の男子の多数はそういう不倫な祖先から

生れ、もしくはそういう不倫な女の父兄であり、配偶者であり、縁者であり、友である。如何に死を嫌っても世

に死者を出さなかった一族のない如く、真に人間を愛する人なら、最早貞操一点張りを以て女を責めるに忍びな

いはずである。

　　　　　　　＊

　私はピカデリイやグラン・ブルヴァルの繁華な大通で、倫敦《ロンドン》人や巴里《パリイ》人の車馬と群衆

とが少しの喧囂《けんごう》も少しの衝突もせずに軽快な行進を続けて行くのを見て驚かずにいられなかった。

そして自由に歩む者は聡明な律を各自に案出して歩んで行くものであるということを知った。

　　　　　　　＊

　私は貞操倫理のみならず、一般に従来の他律的倫理は現代の生活に害こそあれ用をなさないものであると思う

。こういえばとて私は女子の不貞不倫を肯定するのでは更々《さらさら》ない。私などは現に自分一個の貞操に

ついて保守主義者中の保守主義者であると評せられても笑って甘諾《かんだく》する位に厳粛な実行の日送りを

している。私は自分の肉を二、三にすることを非常に不純不潔なことだと思って、そういうことを想像するさえ



甚しい悪感と全身の戦慄《せんりつ》とを覚える。私の生活はこれを世の強者――天才の生活に比ぶれば勿論弱

者の生活である。私は世の戦いに自分の牙城《がじょう》を奪われることがあっても、是非あくまでも死守しよ

うと思っている本城がある。そして私の貞操はその本城の一部であると思っている。しかしそれは私個人の倫理

である私自身のために建てた私の律である。私は自分の建てた自分のための倫理を尊重すると同時に、他の個人

の建てた倫理を尊重したい。そしてそれがお互に自由と聡明とを備えた実行の律でありたい。そのような実行の

律を自ら建てて行く人こそ官学の教育を受けなくても、美衣を着けていなくても尊敬すべき時代の優良階級であ

る。

　　　　　　　＊

　新しい生活の律は各自の実際生活の直感と、経験と、反省と、研究と、精錬とから産み出される。貞操の如き

も婦人が各自に聡明である以上、それが実際問題として自分に迫って来た時、何とか自分から積極的にその問題

との交渉を片附け得られるはずである。愛情や性欲の先駆と見るべき異性に対する好奇心すら自発していない少

女に早くも貞操を注入するような教育が何の益になろう。私は教育者に向っては、貞操というような実際生活の

細目を一律に説くことの無駄な骨折を避けて、その代りに貞操ばかりでなく、どの実際問題に出会っても惑わず

、沮喪《そそう》せず、妥協せずに、自分自身に最善を尽した生活律を建て得る「自由」と「聡明」の精神を養

わせる教育に力《つと》めて欲しいと思う。また私は学者に向っては、婦人が貞操のような実際問題に出会った

時の参考資料として、実際生活に対する研究の過程と結論とを常に提供して欲しいと思う。そして私たち婦人は

また自分の実際問題として研究の要求を生じた場合に初めて研究して差支《さしつかえ》のないことである。世

の中のあらゆる問題は直接自分の実際生活に必要の切迫した時にのみ重大問題なのである。飢えている時は花よ

り団子が我身に切実な重大問題であるのに、如何なる場合にも団子より花が大切だ、上品だというような融通の

利《き》かない迷信があるので、どれだけ人生の健かな発達を阻害しているか知れない。

　　　　　　　＊

　私は学者の議論が直ぐに人類全体の実際生活を改造することに役立つものであるような誤解を近頃までしてい

た。そして実際に役立つものでなくては最早現代の学問ではないように誤解していた。しかし学者は人生または

自然の一方を常に凝視して未知の新事業を発見することに努力し、永遠の時を少しでも早く手繰《たぐ》り寄せ

て現代の生活に貢献しようとしているものである。学者は永遠の中に住んでいる。現代に住んで現代を超越して

いるのが学者の境地である。芸術家もまた同様の境地にいる永遠の子である。学者や芸術家の事業には勿論その

まま現代の幸福となる種類のものもないではないが、常に永遠の上に一方を凝視して得た思想である以上、それ

が局限せられた当面の時と、智識の度の千差万別である現代の全人類とに皆が皆適用しがたいのは当然である。

私は学者や芸術家を尊敬する。しかし学者や芸術家の思想からその現代に実行し得るものだけを選択して自己の

生活の改造に資するのは我々自身の自由であり、喜びであると思っている。

　　　　　　　＊

　学者や芸術家はその純粋を保とうとするほど、恐らく局限せられた実際社会の改造に指を染めてはなるまい。

かの人たちも一面には我々と同じ現代の一人である以上現代を最も多く眼中に置くことは勿論であるが、現代の

ために永遠を犠牲にしてはならない。現代の改造に熱中すれば恐らく失敗するであろう。学者や芸術家がその純

粋の自我を毀損《きそん》しないで現代の紛々たる俗争の間に立ち得るとはどうしても想われない。私はオイッ

ケンのような学者やハウプトマンのような芸術家が今度の戦争の牽強《けんきょう》の弁疏《べんそ》を独逸《

ドイツ》のためになさねばならなかったのを気の毒に思っている。そしてまた私はベルグソンがその哲学を仏蘭

西《フランス》の政治問題や社会問題に直ちに適用しようとする様子のないということを聞いて大哲学者の聡明

を奥ゆかしく想っている。

　　　　　　　＊

　学者や芸術家と異《ちが》って、政治家、教育家、社会改良家、新聞雑誌記者などの生活は、天才の新思想に

刺戟《しげき》せられて常に驚異に全身を若返らせながら、自己の動《やや》もすれば一本調子に固定しようと

する生活を改造する資料として、その天才の新思想の中から或選択を試みることを断えず心掛けねばならぬ。そ

れは我々普通人も同じことである。唯《た》だ前者にあっては自己の生活を改造した上に、更にそれを公人とし

て当面の政治問題、教育問題、社会問題の改造に適用しようとする対他的実行が伴わねばならぬ。私は大隈《お

おくま》党の実際政治にも政友会の政治意見にも、ベルグソンやロダンの現代思想と更に一点の共鳴する所さえ

認めることの出来ないのを口惜《くや》しく思う。そして我々現代の若い婦人が芸術を透した欧洲現代の新思想



に感激しながら一切の問題を個性の権威に即して判断しようとする大勢を作り出したことに対して、なお空疎な

旧日本の他律的倫理を以て威圧しようとしている教育家、社会改良家の大多数を気の毒に思う。

　　　　　　　＊

　私は二十歳《はたち》過ぎまで旧《ふる》い家庭の陰鬱《いんうつ》と窮屈とを極めた空気の中にいじけなが

ら育った。私は昼の間は店頭《みせさき》と奥とを一人で掛け持って家事を見ていた。夜間の僅《わず》かな時

間を偸《ぬす》んで父母の目を避けながら私の読んだ書物は、いろんな空想の世界のあることを教えて私を慰め

かつ励ましてくれた。私は次第に書物の中にある空想の世界に満足していられなくなった。私は専ら自由な個人

となることを願うようになった。そして不思議な偶然の機会から殆ど命掛けの勇気を出して恋愛の自由を贏《か

》ち得たと同時に、久しく私の個性を監禁していた旧式な家庭の檻《おり》からも脱することが出来た。また同

時に私は奇蹟のように私の言葉で私の思想を歌うことが出来た。私は一挙して恋愛と倫理と芸術との三重の自由

を得た。それは既に十余年前の事実である。

　その以後の私に更にまたいろいろの自由を要望する意識が徐々として萌《きざ》して来た。低落した女性の位

地を男子と対等の位地にまで恢復《かいふく》することはその随一の欲望であった。

　そこで私は様々の妄想や誤解を抱《いだ》いた。古今の稀《まれ》に見る天才婦人や、欧洲の近代文学に現れ

た自由思想家の理想的仮設人物である優秀な女主人公やを標準にして、或努力次第で一躍すべての女性が――私

自身も――男子と対等な利権を得られそうにさえ思われた。表面には出さなかったが、心の中では一概に男子の

暴虐に反抗したい気分を満たすまで思い詰めたこともあった。

　　　　　　　＊

　しかし人知れず久しい内省に耽《ふけ》った後で、私は女性の位地がこんなにまで低落したのは、その原因を

男子の横暴にのみ帰しがたいことを知った。女性の頭脳は遠い昔において或進化の途中に低徊《ていかい》した

まま今日に到った観がある。私は女性が本質的に男子に比して劣弱なものであるとは思わない、しばしば天才婦

人の現われるという事実が女性もまた男子と対等に進化し得られる素質を備えていることを暗示しているのであ

るが、さはいえ古今の一般女子を通じてその直観力の浅さ、その理性の鈍さ、その意志の弱さを思えば、とても

男子の対等な伴侶となることの出来ないのは勿論、男子の足手まといとなって悲惨な屈従の生を送らねばならな

いのは当然女子自身の受くべき応報であった。私は微力を測らずして一躍男子の圧抑から脱《のが》れようとす

る痩《やせ》我慢を恥じねばならなかった。私は瞭然《はっきり》と女性の蒼白《そうはく》な裸体を見ること

が出来た。

　　　　　　　＊

　私は女性の位地を高めようとするには、女性が互に現在の自己の暗愚劣弱を徹底して自覚することがその第一

歩であると確信するに到った。私は最近四、五年来その事を筆にして同性の参考に供えたのみならず、先ず出来

るだけ私自身を修めることに励んで来た。私は自分の知識欲と創作欲とを私の微力の許す限り充実させることに

力めて来た。

　私はまた平安朝の才女たちの生活から暗示を得て、女子の生活の独立は、女子自ら経済上に独立することが重

大な一因であると知って世の職業婦人に同情し、婦人の職業が増加して行くのを喜び、教育を受けた若い婦人が

進んでそれらの職業に就くという新しい風潮を祝福した。そして私もまた自分の職業を以て一家の経済を便じる

ことに苦心して来た。

　　　　　　　＊

　私は近年欧洲へ旅行するまでは、日本という世界の片隅にいて世界に憬《あこが》れている一人の世界の浮浪

者であった。日本よりも世界の方がより多くなつかしかった。しかるに欧州の旅行中、到る処で私一人が日本の

女を代表しているような待遇を受けるに及んで、最も謙虚な意味で私は世界の広場にいる一人の日本の女である

ことをしみじみと嬉しく思った。私の心は世界から日本へ帰って来た。私は世界に国する中で私自身に取って最

も日本の愛すべきことを知った。私自身を愛する以上は私と私の同民族の住んでいる日本を愛せずにいられない

ことを知った。そして日本を愛する心と世界を愛する心との抵触しないことを私の内に経験した。

　　　　　　　＊

　欧洲の旅行から帰って以来、私の注意と興味とは芸術の方面よりも実際生活に繋《つな》がった思想問題と具



体的問題とに向うことが多くなった。私は芸術上の述作を読む場合にも芸術的趣味の勝《まさ》ったものよりは

生活的実感の勝ったものを余計に好むようになった。忙《せわ》しい中で新聞雑誌の拾い読みをするにも、芸術

上の記事を後廻しにして欧洲の戦争問題や日本の政治問題に関連した記事を第一に読むという有様である。

　これは私の心境の非常な変化である。私は最近一両年の間に、日本人の生活を、どの方面からも改造すること

に微力を添えるのでなければ、日本人としての私の自我が満足しないのを朧《おぼ》ろげに感じるまでに変化し

ているのであった。

　痴鈍な私は幾多の迷路を迂回して今頃ようやく祖国の上に熱愛を捧《ささ》げる一人の日本人となった。

　　　　　　　＊

　第三十五議会の解散は突如として私の意識を緊張させ、祖国に対する私の熱愛を明らかに自覚させた。否、こ

の度の解散は微弱な私一人のためのみならず、日本人全体のために日本人自らが励声一番した「気を附け」の号

令ではなかったか。

　明治の末期このかた、妥協に妥協を重ね、虚偽に虚偽を重ねた日本人の生活は、今までに腐敗の頂点に達して

、日本人自ら内部の空虚と外面の醜汚《しゅうお》とに不満を感じ、誠実に満ちた真剣の生活を無意識に期待し

ている折から、全日本を腐敗させた病毒の府である衆議院の崩壊したことは、独り政界のみならず、あらゆる社

会の惰気と腐敗とを一掃して、日本人の生活を積極的に改造する大正維新の転機が到来したことの吉兆《きっち

ょう》である気がしてならぬ。国民はこの政界の颶風《ぐふう》を切掛《きっかけ》に瞭然《はっきり》と目を

覚し、全力を緊張させて久しくだらけていた公私の生活を振粛しようとするであろう。議会に多数を制していた

政府反対党の人々も、大隈内閣の与党と称せられる人々も、もし一片の良心を存しているなら、今更のように時

代の激変に驚いて、国民の前に自分たちの過去の積悪を愧《は》じ入ると共に摯実《しじつ》な内省の人に帰ら

ざるを得ないであろう。そして時代の腐敗に愛想をつかして常に傍観者の態度を取っていた清節｜孤痩《こそう

》の憂世家たちも、今は白眼にして冷嘲を事とするようなことなく、正面から真剣に時代の改革者として起《た

》たないではいられないであろう。

　私はこんな事を想像して議会の解散にいいようもない痛快を感じたのであった。そして私はこの度の解散をあ

らゆる手段と努力とを集めて意義あるものにせねばならぬと思った。

　　　　　　　＊

　今は総選挙の日が迫っている。私の注意は頻《しき》りにその方へ向く。選挙権を有する男子たちはこれを機

会に果してどの程度まで民本主義の精神を発揮し、日本人の政治をかの官僚派と既成政党との少数者から取戻し

て、真に全日本人の生活意志を代表するに足る優良な新人才の手に託そうとするであろうか。

　私は政府党と政府反対党と中立党とに論なく、すべて党人と称する人々の大多数は、廉恥も識見もない野人で

なければ私欲と猾智《こうち》とに富んだ政商の徒であると思っている。全日本人の生活の一表現である政治を

党人と称する彼ら少数の階級の利福の具に供して暴横邪曲を恥とせぬ国民の寄生虫であると思っている。候補者

としてこの際立った党人はあらゆる苦肉の計を用いて選挙人の良心と理性とを攪乱《かくらん》し誘惑しようと

試みるであろう。明治の選挙人と大正の選挙人とは大抵同一の人である。同一の選挙人もその思想は時代の急変

と共に推移したであろうし、殊に近年の政変と、世界の大戦と、この度の議会解散とが国民の政治的自覚を幾重

《いくえ》にも刺戟したことであるから、選挙人が各自の投票権を各自の政見の象徴として厳粛に行使しようと

する覚悟は明治時代に比して幾倍か堅実になったであろうと想像されるのであるが、しかしまた同一の選挙人に

は同一の情実に累《るい》せられる弱点が附き纏《まと》って残っていないとも限らないから、私は総選挙の結

果がまたまた選挙人の不本意と国民の失望とに終りはしないかということを危むのである。

　　　　　　　＊

　私は政治が最早官僚の政治でも党人の政治でもなくお互日本人の政治であることをしみじみ感じ、そしてこの

度の総選挙に出会って端《はし》なくも英仏その他文明国の急進派婦人が、「選挙権を与えよ」と衷心から叫ん

でいる事実に理解と同感とを持つことが出来た。個性の自由と生活とを要望する国民にあっては、婦人もまた選

挙権を求めるまで真剣にならねばならないはずである。

　英仏の聡明な婦人はともかく、日本の婦人の実力がまだまだ選挙権を要求する程度に達していないのはいうま

でもないが、さりとて私は日本の教育ある中年以下の婦人たちが全く政治上に注意を向けていないとは思わない

。一般婦人はなお男子に対して一種の奴隷たるに甘んじているほど無智無感覚であるにしても、教育ある婦人で

殊に選挙権ある男子の家庭にある婦人たちは時節柄その見聞に由っても政治上の興味を誘《そそ》られることが

ないとは限らない。まして世間に婦人の自覚が叫ばれて以来四、五年を経ているから、鈍感な私と違って、疾《

と》くに政治の改造までに個性の自由を延長して考え、政界の腐敗に対して公憤を禁《とど》めかねている真成



の新しい女たちが其処此処《そこここ》の家庭に人知れず分布されているであろうとも想像されるのである。（

私は或階級の自堕落な女が昔から行っている乱行に類似したような放蕩《ほうとう》を敢《あえ》てして、個性

の権威を自覚した女、新生活を建てた女と自負する一部の婦人たちに、英仏の優秀な急進派婦人の光栄である「

新しい女」の称を下した批評家の悪戯を不快に思っている。）

　　　　　　　＊

　私はそういう日本の政治その他の近状に公憤を抱《いだ》いているほどの尊敬すべき婦人たちが多少にかかわ

らず選挙権ある男子の家庭に現存するものと考えて、その婦人たちに次の希望を寄せたい。

　あなたがたに選挙権はない、しかしあなたがたが古くから日本の婦人に許された「内助」の特権を善用する時

が来た。

　あなたがたは党人の間に情実にも悪習にも染んでいない。あなたがたは恋人の心を直感するように敏捷《びん

しょう》に、幼児《おさなご》を愛するように誠実に、時代の優良な新人物を選択することが出来るはずである

。

　あなたがたは選挙権ある男子の母であり、娘であり、妻であり、姉妹である位地から、選挙人の相談相手、顧

問、忠告者、監視者となって、優良な新候補者を選挙人に推薦すると共に、情実に迷いやすい選挙人の良心を擁

護することが出来る。

　あなたがたの推薦する新候補者が政治家として全くの素人《しろうと》であることは少しも関《かま》わない

。現代の政治が国民の生活を内に充実させると共に世界的に発展させることを目的とする以上、断えず進化する

国民の文明と世界の大勢とを透感することに鋭敏であって、国民の生活を自由と誠実との中に改造する切実な意

見を持っている優良の士を我々日本人の代表者として議会に送ることを選挙人に激励することが必要である。

　私は候補者の家庭にある婦人たちが選挙運動に花々しく活動する現象を喜ぶものであるけれども、かの婦人た

ちは自然「わが仏尊し」の偏愛を免れかねて選良の精神に悖《もと》る恐れがある。それに比べると選挙人の家

庭にあって候補者の優劣を批判しつつ選挙人の権利を擁護する婦人たちはあくまでも公平の見識を保つことが出

来る訳である。私はあなたがたが「内助」の特権を巧みに運用して、合理的の選挙を日本の政界に実現せしめる

熱心を示されることをひたすら熱望する。

　　　　　　　＊

　日本における婦人団体で最も多数の婦人を包容しているものに愛国婦人会がある。愛国婦人の名は美くしくか

つ堂々としている。しかしその多数の会員がどれだけ愛国の意義を自覚していられるかは疑わしい。もし官僚に

指揮せられて軍国の際にばかり器械的に公事に動作するに過ぎないようであるなら時代遅れの婦人団体であり、

愛国の実が余りに貧弱である。今日において愛国の精神ある婦人は民本主義の上に立って男子の政治道徳を監視

するほどの意気と、男子の企てる政界の改造を激励するまでの公憤と実行が伴わねばならぬ。それでなくて愛国

をいうのは畢竟《ひっきょう》大人の女の飯事《ままごと》ではないか。

　　　　　　　＊

　私は選挙人の家庭にある婦人たちになお一つの希望がある。それは代議士候補者としていわゆる優良な新人才

の資格を選ぶ一カ条に是非とも婦人に対する素行の端正であることを加えて欲しい。明治維新の元勲と称せられ

る政治家が悉《ことごと》くこの点に欠けていた。そして次に来《きた》った代議士という政治家の階級がまた

明治元勲の悪風に感化せられて今日に及んだ。東京初めその他の都市において芸妓《げいぎ》という売笑婦の営

業が今日のように繁昌《はんじょう》を極めるに到った根源は彼ら政治家の堕落に由来するのである。重要な政

治問題が売笑婦の出入する家で下相談を開かれるというような奇怪な事象を過去四十余年来しばしば繰返して恥

じなかった。地方から来る代議士が議会の開期間東京で妾《しょう》を抱《かか》えるというような事は今は何

人《なんぴと》も見て怪まないほどになった。そういう素行の堕落はやがて彼ら旧式政治家の性格の不誠実不謹

慎を自白しているものである。そして彼らの素行の堕落がどれだけ世の子女の風儀に悪影響を及ぼしているかは

「代議士は芸妓《げいしゃ》を買うものです」と答えた小学生のあるのに由っても想像せられる。私たちは子女

のために高く清い教育を施そうとする直接の実際問題から考えても、素行の不潔な男子に一国の政治を託するこ

とは危険であると思う。

　　　　　　　＊

　私は高い処から物をいわないつもりである。私は何時《いつ》でも我身の分を知って低級な心境から発言して

いるつもりである。楽堂の片隅に身を狭《せば》めながら自分相応の小さな楽器を執って有名無名の多数の楽手



が人生を奏《かな》でる大管絃楽の複音律《シンフォニイ》に微《かす》かな一音を添えようとするのが私の志

《こころざし》である。

　けれどそれは私の意識している私自身の志であって、私の個性から無意識に放射している私の自我には、他か

ら見て柄にない自負や虚栄心が醜く現われているかも知れない。私は常にそれを恐れて反省せねばならぬと思い

、また出来るだけ反省に力《つと》めている。

　私は私の自我を堅実にしたい、新しくしたい、増大したいという希望と、その希望を次第に遂行しつつあると

いう自信と歓喜とを持っているが、私の現在の内生については何ほどの自負をも持っていない。私に断えず附き

纏《まと》っているものは自負の反対に立つ不足不備の意識と謙抑羞恥の感情とである。

　　　　　　　＊

　しかし私も時として思い掛けない自負を他から激発せられて意識することがある。それは私を理解しない人、

もしくは私に反感を持っている人が、私自身に謙抑している以下に私の価値を引下げて私を是非した時のことで

ある。そういう時に私は単純な本能的の怒を覚えると共に私にも私だけの恃《たの》むべき価値を備えているこ

とをその人に対して誇りたいような気持になるのである。けれどその気持と怒とは大抵瞬時の後に、よしや長く

持続しても一両日の後に煙の如く消えてしまう。そして私の自覚は、私の怒が私の生活に必要なために発する公

憤でなくて他人の不誠実と不聡明とに反応する私憤であり、私の自負が私の平生《へいぜい》に希望している内

生の満足を意味するのでなくて、他人に私の微弱な自我をわざと誇張し、見せびらかそうとする痩我慢であるの

を深く密《ひそ》かに愧《は》じている。
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